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編 集 後 記

　筆者が子供の頃は停電がよくありました．多くの
場合，停電に対する対処は普段あまり家の中では動
かないお父さんの仕事です．まず，家族の誰かに「よ
そのうちの電気がついてるかどうか見て来い」と命
令し，電力供給の問題か，我が家のみの現象かを確
認します．我が家だけの問題なら，ヒューズの確認
です．今はブレーカーでしょうが，当時は火傷の恐
怖と戦いながらお父さんが陶器製のヒューズボック
スを開き，切れていれば交換するのです．たいがい
台所などの壁の高いところにあるので，椅子の上で
背伸びをしているお父さんを誰かが支えたもので
す．ヒューズの買い置きがない場合は荷札について
いる細い針金で応急処置をしなければなりませんで
した．懐かしい光景です．けいれんの説明をすると
きに“異常な電流でヒューズが飛ぶようなもの”と
例えるのは，今はもう完全に不適切ですね．
　今月号の特集は「一般小児科医のための小児てん
かん診療ガイド」です．診断技術の進歩と相まって
分類がいろいろと変わっていて，なかなかついてい
けないと感じている諸兄もいらっしゃるのではない
かと思います．治療法についても，新薬が次々と開
発されています．また，患者や家族に対する支援の
あり方についていろいろなリソースやシステムが検
討されています．本特集では小児てんかん診療のハ
ンドブック的な構成を企画いたしました．是非ご一
読いただき，てんかん診療に関する知見をアップ

デートしていただくと同時に，手元に置いていただ
いてご参考にしていただければ幸いです．
　「綜説」は授乳中の薬物治療の考え方について解説
いただいています．治療薬の進歩や新たなエビデン
スに伴って，授乳に与える影響についても考え方を
アップデートする必要があると思います．「診療」で
は，アトピー性皮膚炎のプロアクティブ療法につい
て述べられています．日常診療において大変有意義
なものだと思います．「社会小児科学」はアメリカ合
衆国における小児多系統炎症症候群（MIS‒C／
PIMS）についてのご報告です．新型コロナウイルス
感染症において，小児科学領域では最も関心を集め
た話題の一つだと思います．「症例」は Panton‒
Valentine leucocidin（PBL）陽性の community‒
associated MRSAによる蜂窩織炎の症例とおたふく
かぜワクチンによる髄膜炎様所見を呈した症例につ
いての 2 篇です．気になる細菌感染とワクチンにつ
いての報告です，是非ご一読ください．
　お子さまのけいれんを目のあたりにされた親御さ
んは非常に慌ててパニックに陥るものです．また，
てんかんという病名を告知されたときにも，非常に
ショックを受けられます．そんなとき私たち小児科
医は頼りにされる存在でなくてはなりません．本特
集がその一助となればうれしく思います．
� （伊藤　保彦）
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